
「パブリックコメントもう出しましたか？」

を合い言葉に取り組んできて、はや 4週間が
たちました。いよいよ今週の金曜日が最終日

です。
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「子どもたちの豊かな放課後」の

基本的な考え方（案）

パブリックコメント
終了まで

後 3 日

学童保育に入所している子どもと保

護者がパブリックコメントを書けば、

1万通を超えます。
前回名古屋市が学童保育とトワイラ

イトスクールを一緒にすると計画した

「笑顔あふれるなごやっ子プラン」の

時は 1000通弱のパブリックコメント
でした。

今回は前回以上に学童保育存続の危

機です。

自分の思いを言葉にして

パブリックコメントをだしましょう！

目指そう！

1万の
パブリック
コメント

◇子どもたちが （指導員から）

子どもたちに、「名古屋市が学童保育を

なくして、学校の中のトワイライトスクー

ルだけにするって言ってきたよ。」

「えっ、それって本当？」

「このままだとそうなりそう。」

「そんなのヤダ！」

「そうならないように､お父さんお母さん

が､意見をしているんだよ。」

「それって､僕たちも書けないの？」

「書く？書いたら送るよ。」

ということで､子どもが書いたのは

「学童保育所がなくなるっておかしいです。

なくさないで下さい。」

「卒業するまで､学童保育に行きたいです。

1 年生の子もそうだし､これから入ってく
る子もきっとそうです。学校にずっといた

くありません。」

「なぜ学童保育がなくなるのですか？トワ

イライトスクールには行きたくありませ

ん。私の昼間のおうちを取り上げないで下

さい。」

子どもも切実です。声をパブリックコメ

ントにして届けましょう！


